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交通安全対策

豊
間
根
新
田
橋
と
付
近
交
差
点
の
改
良

早
期
整
備
に
向
け
粘
り
強
く
働
き
掛
け

質
問

交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
次
の
点
を
問
う
。

①
国
道
四
十
五
号
新
田
橋
の
拡

幅
改
良
と
付
近
交
差
点
（
上

豊
間
根
方
面
へ
の
右
折
ラ
イ

ン
）
の
改
良
に
つ
い
て
、
国

に
対
し
、
積
極
的
に
要
望
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

②
県
道
宮
古
山
田
線
の
羽
々
の

下
線
は
、
変
則
的
な
道
路
に

な
っ
て
お
り
、
早
期
改
善
が

叫
ば
れ
て
い
る
。
県
に
対
し

積
極
的
に
要
望
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　

①
毎
年
、
三
陸
国
道
事
務
所
へ

要
望
し
て
い
る
。
当
事
務
所

で
も
沿
岸
部
の
重
要
な
路
線

と
し
て
位
置
付
け
、
重
要
性

は
理
解
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
今
後
も
早
期
整
備

に
向
け
、
粘
り
強
く
働
き
掛

け
て
い
く
。

②
用
地
問
題
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
い
る
た
め
進
展
し
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
。
当
路

線
は
、
日
常
生
活
や
産
業
活

動
に
お
い
て
重
要
な
路
線
で

あ
り
、
今
後
と
も
機
会
あ
る

ご
と
に
県
に
働
き
掛
け
る
。

質
問

防
災
対
策
に
つ
い
て

次
の
点
を
問
う
。

①
北
海
道
か
ら
東
北
の
太
平
洋

側
で
起
き
る
可
能
性
が
あ
る

大
規
模
地
震
に
備
え
、
政
府

で
は
、
中
央
防
災
会
議
の
専

門
調
査
会
が
開
か
れ
て
い
る
。

本
町
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

考
え
て
い
る
か
。

②
新
山
田
病
院
は
、
来
年
度
の

完
成
を
目
指
し
柳
沢
地
区
に

建
築
中
で
あ
る
。
こ
れ
に
合

わ
せ
、
安
全
で
安
心
し
て
入

院
で
き
る
山
田
病
院
に
す
る

た
め
、
柳
沢
地
区
の
津
波
防

潮
堤
の
築
造
を
移
転
に
間
に

合
う
よ
う
、
県
に
積
極
的
に

要
望
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

沼
崎
町
長
　

①
大
規
模
地
震
の
防
災
対
策
の

推
進
を
目
的
に「
日
本
海
溝
・

千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震

に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

が
施
行
さ
れ
た
。
本
県
の
指

定
は
、
本
町
も
含
め
た
沿
岸

全
市
町
村
と
一
関
市
、
藤
沢

町
の
十
四
市
町
村
で
あ
る
。

こ
の
指
定
に
よ
り
、町
で
は
、

避
難
地
･
避
難
路
な
ど
の
整

備
推
進
計
画
の
早
期
作
成
、

民
間
業
者
は
、
六
カ
月
以
内

に
避
難
対
策
計
画
を
作
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
平
成
十
八
年
度
か
ら
工
事
が

着
手
さ
れ
る
。
今
後
も
県
に

対
し
積
極
的
に
要
望
す
る
。

川村敬一議員

防
災
対
策

大規模地震に備えた対応
避難地・避難路の整備計画を作成

早急な改良が望まれる豊間根新田橋

町の考えを聞く


